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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アナログテレビジョン放送及びデジタルテレビジョン放送を受信するフロントエンドモ
ジュールであって、
　入力されるＢＳＣＳデジタルテレビジョン放送ＲＦ信号をベースバンド信号に変換する
周波数変換手段と、
　前記変換されたＢＳＣＳデジタルテレビジョン放送ベースバンド信号をデジタル復調す
る衛星波デジタル復調手段と、
　入力される地上波テレビジョン放送ＲＦ信号を中間周波数信号に周波数変換する中間周
波数変換手段と、
　前記地上波テレビジョン放送中間周波数信号を音声アナログ信号と映像アナログ信号に
分離した後、それぞれの信号を復調する地上波アナログ復調手段と、
　前記地上波テレビジョン放送中間周波数信号のレベル調整をした後、周波数帯域を選択
的に制限した後、デジタル復調する地上波デジタル復調手段と、
　前記衛星波デジタル復調手段及び前記地上波デジタル復調手段から出力される復調信号
の高調波成分を低減するフィルタ手段を具備し、
　前記衛星波デジタル復調手段及び前記地上波アナログ復調手段及び前記地上波デジタル
復調手段を同時駆動する、
　ことを特徴とするフロントエンドモジュール。
【請求項２】
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　前記周波数変換手段と前記アナログ復調手段は互いに隔離して配置することを特徴とす
る請求項１記載のフロントエンドモジュール。
【請求項３】
　前記デジタル復調手段を有するデジタル回路部と前記アナログ復調手段を有するアナロ
グ回路部との共通のＧＮＤを具備することを特徴とする請求項１に記載のフロントエンド
モジュール。
【請求項４】
　前記デジタル回路部と前記アナログ回路部共通のＧＮＤは、前記アナログ回路の電源か
ら当該ＧＮＤを介して戻るリターン電流の通過経路が当該アナログ回路の直下のＧＮＤま
たはその近傍のＧＮＤにとどまるようなパターンを有することを特徴とする請求項３記載
のフロントエンドモジュール。
【請求項５】
　入力ＲＦ信号からＢＳＣＳデジタルテレビジョン放送ＲＦ信号と地上波テレビジョン放
送ＲＦ信号を分波する分波回路をモジュールに内蔵することを特徴とする請求項１記載の
フロントエンドモジュール。
【請求項６】
　前記衛星波デジタル復調手段及び地上波デジタル復調手段は一つのＬＳＩで行われてお
り且つ、その復調出力信号はＭＰＥＧ－２トランスポートストリームであることを特徴と
する請求項１記載のフロントエンドモジュール。
【請求項７】
　アナログテレビジョン放送及びデジタルテレビジョン放送を受信するテレビジョン受像
機であって、
　入力されるＢＳＣＳデジタルテレビジョン放送ＲＦ信号を受信して復調し、その復調信
号をトランスポートストリームとして出力し、且つ、入力される地上波テレビジョン放送
を受信して地上波アナログ映像／音声信号にアナログ復調すると共に、同地上波テレビジ
ョン放送を受信してデジタル復調し、その復調信号をトランスポートストリームとするフ
ロントエンドモジュールと、
　前記フロントエンドモジュールから出力されるトランスポートストリームをデコードし
てデジタル映像／音声信号とするデコード手段と、
　前記フロントエンドモジュールから出力される地上波アナログ映像／音声信号及び前記
デコード手段によりデコードされたデジタル映像／音声信号を処理して出力形式の画像信
号及び音声信号とする画像／音声処理手段と、
　前記画像／音声処理手段から出力される画像信号を出力する画像出力手段と、
　前記画像／音声処理手段から出力される音声信号を出力する音声出力手段と、
　を具備し、
　前記フロントエンドモジュールは入力されるＢＳＣＳデジタルテレビジョン放送ＲＦ信
号をベースバンド信号に変換する周波数変換手段と、前記変換されたＢＳＣＳデジタルテ
レビジョン放送ベースバンド信号をデジタル復調する衛星波デジタル復調手段と、入力さ
れる地上波テレビジョン放送ＲＦ信号を中間周波数信号に周波数変換する中間周波数変換
手段と、前記地上波テレビジョン放送中間周波数信号を音声アナログ信号と映像アナログ
信号に分離した後、それぞれの信号を復調する地上波アナログ復調手段と、前記地上波テ
レビジョン放送中間周波数信号のレベル調整をした後、周波数帯域を選択的に制限した後
、デジタル復調する地上波デジタル復調手段と、前記衛星波デジタル復調手段及び前記地
上波デジタル復調手段から出力される復調信号の高調波成分を低減するフィルタ手段を具
備し、前記衛星波デジタル復調手段及び前記地上波アナログ復調手段及び前記地上波デジ
タル復調手段を同時駆動する、
　ことを特徴とするテレビジョン受像機。
【請求項８】
　前記フロントエンドモジュール、前記デコード手段及び前記画像／音声処理手段は２系
統備え、２画面表示対応であることを特徴とする請求項７記載のテレビジョン受像機。
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【請求項９】
　前記周波数変換手段と前記アナログ復調手段は互いに隔離して配置することを特徴とす
る請求項７記載のテレビジョン受像機。
【請求項１０】
　前記フロントエンドモジュールは、前記デジタル復調手段を有するデジタル回路部と前
記アナログ復調手段を有するアナログ回路部との共通のＧＮＤを具備することを特徴とす
る請求項７に記載のテレビジョン受像機。
【請求項１１】
　前記デジタル回路部と前記アナログ回路部共通のＧＮＤは、前記アナログ回路の電源か
ら当該ＧＮＤを介して戻るリターン電流の通過経路が当該アナログ回路の直下のＧＮＤま
たはその近傍のＧＮＤにとどまるようなパターンを有することを特徴とする請求項１０記
載のテレビジョン受像機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衛星デジタルテレビジョン放送、地上波アナログ／デジタルテレビジョン放
送を受信するテレビジョン受像機に係り、特にこれら複数の異なる種類のテレビジョン放
送共用のフロントエンドモジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地上波アナログテレビジョン放送、衛星デジタルテレビジョン放送に加えて地上
波デジタルテレビジョン放送が開始され、当分は地上波アナログテレビジョン放送と地上
波デジタルテレビジョン放送が同時に送信されることになっている。従って、例えば上記
の３種類のテレビジョン放送を１台のテレビジョン受像機で受信できるようにするには、
地上波アナログテレビジョン放送チューナ、衛星デジタルテレビジョン放送チューナ、地
上波デジタルテレビジョン放送チューナを別個に装備しなければならない。しかしこれで
は、部品点数が多くなると共に受像機内に部品を装備する際のスペース性が悪化する。例
えば、地上波デジタル／アナログ含め、全放送に対して２画面表示可能なテレビジョン受
像機を実現しようとした場合、地上アナログフロントエンド×２、地上デジタルフロント
エンド×２、ＢＳＣＳデジタルフロントエンド×２の計６個のフロントエンドパックが必
要である。
【０００３】
　そこで、地上波デジタル／アナログテレビジョン放送の両方を受信できるフロントエン
ドモジュールが提案されている（例えば特許文献１参照）。これを使用すれば、受像機内
に装備する部品点数を減らせてスペース性を向上させることができるが、それでも、上記
した２画面表示可能なテレビジョン受像機を実現しようとした場合、地上アナログフロン
トエンド／地上デジタルフロントエンド×２、ＢＳＣＳデジタルフロントエンド×２の計
４個のフロントエンドパックが必要であり、依然としてスペース性が悪い。
【特許文献１】特開２００５－１３６７９０号公報　（第５－６頁、第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで、地上波デジタル／アナログ含め、全放送に対して２画面表示可能なテレビジョ
ン受像機を実現しようとした場合、受像機の小型化や部品配置の自由度などを向上させる
べく、全てのテレビジョン放送を受信可能なフロントエンドモジュールの開発が要請され
ているが、この場合、各放送を受信する回路間の干渉妨害を回避することが問題となる。
　
【０００５】
　本発明は前記事情に鑑み案出されたものであって、本発明の目的は、デジタル回路とア
ナログ回路間の干渉妨害なく、地上波アナログテレビジョン放送、地上波デジタルテレビ
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ジョン放送及び衛星デジタルテレビジョン放送を受信することができるフロントエンドモ
ジュール及びこのフロントエンドモジュールを搭載したテレビジョン受像機を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は上記目的を達成するため、アナログテレビジョン放送及びデジタルテレビジョ
ン放送を受信するフロントエンドモジュールであって、入力されるＢＳＣＳデジタルテレ
ビジョン放送ＲＦ信号をベースバンド信号に変換する周波数変換手段と、前記変換された
ＢＳＣＳデジタルテレビジョン放送ベースバンド信号をデジタル復調する衛星波デジタル
復調手段と、入力される地上波テレビジョン放送ＲＦ信号を中間周波数信号に周波数変換
する中間周波数変換手段と、前記地上波テレビジョン放送中間周波数信号を音声アナログ
信号と映像アナログ信号に分離した後、それぞれの信号を復調する地上波アナログ復調手
段と、前記地上波テレビジョン放送中間周波数信号のレベル調整をした後、周波数帯域を
選択的に制限した後、デジタル復調する地上波デジタル復調手段と、前記衛星波デジタル
復調手段及び前記地上波デジタル復調手段から出力される復調信号の高調波成分を低減す
るフィルタ手段を具備し、前記衛星波デジタル復調手段及び前記地上波アナログ復調手段
及び前記地上波デジタル復調手段を同時駆動することを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明は、前記周波数変換手段と前記アナログ復調手段は互いに隔離して配置す
ることを特徴とする。
　また、本発明は、前記デジタル復調手段を有するデジタル回路部と前記アナログ復調手
段を有するアナログ回路部との共通のＧＮＤを具備することを特徴とする。
　また、本発明は、前記デジタル回路部と前記アナログ回路部共通のＧＮＤは、前記アナ
ログ回路の電源から当該ＧＮＤを介して戻るリターン電流の通過経路が当該アナログ回路
の直下のＧＮＤまたはその近傍のＧＮＤにとどまるようなパターンを有することを特徴と
する。

【０００８】
　また、本発明は、アナログテレビジョン放送及びデジタルテレビジョン放送を受信する
テレビジョン受像機であって、入力されるＢＳＣＳデジタルテレビジョン放送ＲＦ信号を
受信して復調し、その復調信号をトランスポートストリームとして出力し、且つ、入力さ
れる地上波テレビジョン放送を受信して地上波アナログ映像／音声信号にアナログ復調す
ると共に、同地上波テレビジョン放送を受信してデジタル復調し、その復調信号をトラン
スポートストリームとするフロントエンドモジュールと、前記フロントエンドモジュール
から出力されるトランスポートストリームをデコードしてデジタル映像／音声信号とする
デコード手段と、前記フロントエンドモジュールから出力される地上波アナログ映像／音
声信号及び前記デコード手段によりデコードされたデジタル映像／音声信号を処理して出
力形式の画像信号及び音声信号とする画像／音声処理手段と、前記画像／音声処理手段か
ら出力される画像信号を出力する画像出力手段と、前記画像／音声処理手段から出力され
る音声信号を出力する音声出力手段とを具備し、前記フロントエンドモジュールは入力さ
れるＢＳＣＳデジタルテレビジョン放送ＲＦ信号をベースバンド信号に変換する周波数変
換手段と、前記変換されたＢＳＣＳデジタルテレビジョン放送ベースバンド信号をデジタ
ル復調する衛星波デジタル復調手段と、入力される地上波テレビジョン放送ＲＦ信号を中
間周波数信号に周波数変換する中間周波数変換手段と、前記地上波テレビジョン放送中間
周波数信号を音声アナログ信号と映像アナログ信号に分離した後、それぞれの信号を復調
する地上波アナログ復調手段と、前記地上波テレビジョン放送中間周波数信号のレベル調
整をした後、周波数帯域を選択的に制限した後、デジタル復調する地上波デジタル復調手
段と、前記衛星波デジタル復調手段及び前記地上波デジタル復調手段から出力される復調
信号の高調波成分を低減するフィルタ手段を具備し、前記衛星波デジタル復調手段及び前
記地上波アナログ復調手段及び前記地上波デジタル復調手段を同時駆動することを特徴と
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する。
【０００９】
　このように本発明では、一つのフロントエンドモジュールに、ＢＳＣＳデジタルテレビ
ジョン放送ＲＦ信号をベースバンド信号に変換する周波数変換手段と、衛星波デジタル復
調手段と、入力される地上波テレビジョン放送ＲＦ信号中間周波数信号に周波数変換する
中間周波数変換手段と、中間周波数信号をアナログ復調する地上波アナログ復調手段と、
前記地上波テレビジョン放送中間周波数信号のレベル調整をした後、デジタル復調する地
上波デジタル復調手段とを具備することにより、地上波デジタル／アナログ、ＢＳＣＳデ
ジタルの全放送に対して２画面表示可能なテレビジョン受像機を提供することができ、ま
た、受像機の小型化や部品配置の自由度などを向上させることができる。
　また、衛星波デジタル復調手段及び地上波デジタル復調手段の復調結果であるトランス
ポートストリームのクロック信号の高調波成分をフィルタリングして低減することにより
、アナログ復調手段への輻射妨害を抑制し、また、前記デジタル回路部と前記アナログ回
路部共通のＧＮＤとし、また、このＧＮＤからのデジタル回路部或いはアナログ回路部へ
のリターン電流に配慮したＧＮＤパターンとし、更に衛星放送受信ＲＦ信号の周波数変換
手段とアナログ復調手段は互いに隔離して配置することにより、地上波テレビジョン放送
ＲＦ信号用中間周波数変換手段で使用するローカル成分の衛星放送受信ＲＦ信号の周波数
変換手段への輻射妨害、衛星放送受信ＲＦ信号の周波数変換手段の発振周波数信号（クリ
スタル成分）の地上波テレビジョン放送ＲＦ信号用中間周波数変換手段への輻射妨害及び
衛星放送受信ＲＦ信号の周波数変換手段のローカル成分の地上波テレビジョン放送ＲＦ信
号用中間周波数変換手段への輻射妨害を抑制することができ、それ故、一つのフロントエ
ンドモジュールで、回路間の干渉妨害なく、地上波アナログテレビジョン放送、地上波デ
ジタルテレビジョン放送及び衛星デジタルテレビジョン放送を受信することができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、一つのフロントエンドモジュールで、地上波アナログテレビジョン放
送、地上波デジタルテレビジョン放送及び衛星デジタルテレビジョン放送を受信する構成
が実現でき、また、この際に、地上波デジタルテレビジョン放送及び衛星デジタルテレビ
ジョン放送の復調信号であるＴＳクロック出力の高周波成分のフィルタリング、デジタル
回路と、アナログ回路のＧＮＤの共通化、地上アナログ復調部の隔離配置、ＧＮＤからの
リターン電流に配慮したＧＮＤパターン設計を行うことによって、デジタル回路とアナロ
グ回路間の輻射妨害を抑えることによって、輻射妨害なく全放送の受信を可能にすること
ができる。
　また、このフロントエンドモジュールを用いると、２画面対応の受信機能を有する、ア
ナログ／デジタル対応テレビジョン受像機において省スペース化を実現でき、さらに、シ
ステム設計を容易にできるようになる。
　それ故、従来方式と比較して実装面積が削減でき、しかも、使用時の配置等の問題によ
る干渉の問題をすでに解決した状態でシールドされて使用できるため、実装される基板側
での干渉等を含めた設計検討を容易にすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　一つのフロントエンドモジュールで、デジタル回路とアナログの回路間の干渉なく、地
上波アナログテレビジョン放送、地上波デジタルテレビジョン放送及び衛星デジタルテレ
ビジョン放送を受信する目的を、これら複数の放送を受信可能とする構成とする際に、地
上波デジタルテレビジョン放送及び衛星デジタルテレビジョン放送復調信号であるＴＳク
ロック出力の高周波成分のフィルタリング、デジタル部、アナログ部のＧＮＤの共通化、
地上アナログ復調部の隔離配置、ＧＮＤ部を流れるリターン電流に配慮したＧＮＤパター
ン設計対策を行うことによって実現した。
【実施例１】
【００１２】
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　図１は、本発明の第１の実施形態に係るテレビジョン受像機の構成を示したブロック図
である。テレビジョン受像機はスプリッタ３、フロントエンドモジュール４Ａ、フロント
エンドモジュール４Ｂ、ＭＰＥＧデコーダ５、画像／音声処理部６、モニタ部７、スピー
カ（イヤホン）等の音声部８を有し、ＢＳＣＳアンテナ１、地上アンテナ２に接続されて
、デジタル／アナログ両対応で２画面同時動作可能な構成となっている。
【００１３】
　次に本実施形態の動作について説明する。ＢＳＣＳアンテナ１及び地上アンテナ２で受
信した衛星波及び地上波ＲＦ信号（または、ＣＡＴＶにて伝送された信号）は、図示され
ないケーブルにてテレビジョン受像機に入力する。この際、テレビジョン受像機にはスプ
リッタ３が内蔵されている。スプリッタ３に入力された衛星波及び地上波ＲＦ信号は混合
および分配されてフロントエンドモジュール４Ａ及びフロントエンドモジュール４Ｂに入
力される。フロントエンドモジュール４Ａ及びフロントエンドモジュール４Ｂは同一のも
ので、ホストマイコン（図示せず）によって所望されるＣｈに選局される。選局されたＣ
ｈのＲＦ信号は、それぞれ復調されて地上波アナログ音声／映像信号と、地上デジタルＴ
Ｓ信号と、ＢＳ、ＣＳデジタルＴＳ信号を出力される。
【００１４】
　２系統の地上波デジタルＴＳ信号と、ＢＳ、ＣＳデジタルＴＳ信号は、ＭＰＥＧデコー
ダ５に入力されてデコードされ、２系統の映像／音声デジタル信号となって画像／音声処
理部６に入力される。また、２系統の地上波アナログ音声／映像信号は、画像／音声処理
部６に入力される。画像／音声処理部６は２系統の画像信号及び音声信号をモニタ部７、
音声部８に出力する。したがって、モニタ部７は２画面の画像を表示でき、所謂、２画面
対応となっている。
【００１５】
　図２はフロントエンドモジュール４Ａ（又は４Ｂ）の詳細構成例を示したブロック図で
ある。フロントエンドモジュール４Ａ（又は４Ｂ）は、ハイパスフィルタ３２、ローパス
フィルタ４５から成る分波回路と、ローノイズアンプ３３、ＰＩＮアッテネータ３４、周
波数変換部（Ｚｅｒｏ－ＩＦ　ＭＯＰＬＬ）３５、ハイパスフィルタ３６、３７、デジタ
ル復調部３８から成るＢＳＣＳ回路と、バンドパスフィルタ４６、４７、４８、ローノイ
ズアンプ４９、５０、５１、イメージリジェクション回路部５２、５３、５４、中間周波
数変換部５５、表面波フィルタ５６から成る地上波回路と、この地上波回路の延長で、Ｉ
Ｆアンプ５７、映像用フィルタ（ＶＩＦ）５８、音声用フィルタ（ＳＩＦ）５９、アナロ
グ復調部６０、マルチプレクサ６１、地上アナログ受信時のみ周波数変換部３５のＡＧＣ
をオンするＡＧＣスイッチ６２から成る地上アナログ回路と、この地上波回路の延長で、
ＡＧＣアンプ３８１、表面波フィルタ３８２、ＩＦアンプ３８３、デジタル復調部３８か
ら成る地上デジタル回路を有して構成される。
【００１６】
　次に動作について説明する。スプリッタ３から入力端子３１に入力される衛星波及び地
上波ＲＦ信号は、ハイパスフィルタ３２及びローパスフィルタ４５により衛星波ＲＦ信号
と地上波ＲＦ信号に分離される。衛星波ＲＦ信号はローノイズアンプ３３により増幅され
て衛星波の周波数変換部３５に入力される。衛星波の周波数変換部３５は衛星波ＲＦ信号
をベースバンド信号に周波数変換し、ベースバンドの映像信号及び音声信号をハイパスフ
ィルタ３６及びハイパスフィルタ３７を通して不要成分を除去した後、デジタル復調部３
８に入力する。デジタル復調部３８は入力映像信号及び音声信号を復調し、ＭＰＥＧ－２
形式のＢＳＣＳデジタルＴＳ（トランスポートストリーム）の復調信号にしてＢＳＣＳ出
力端子４３から出力する。
【００１７】
　一方、地上波ＲＦ信号はバンドバスフィルタ４６、４７、４８に入力されて、ＶＨＦ、
ＣＡＴＶ、ＵＨＦの３バンドに分離され、それぞれローノイズアンプ４９、５０、５１に
より増幅された後、イメージリジェクション５２、５３、５４によりイメージキャンセル
が行われて、中間周波数変換部（ＭＯＰＬＬ）５５に入力される。中間周波数変換部５５
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は入力される帯域のＲＦ信号を中間周波数信号に変換して表面波フィルタ５６に出力する
。表面波フィルタ５６は入力中間周波数信号（中心周波数５７ＭＨｚ）帯域外にある不要
信号を減衰させた後、デジタル回路とアナログ回路に振り分けられる。地上波アナログテ
レビジョン放送のアナログ中間周波数信号はＩＦアンプ５７により増幅されて、映像用フ
ィルタ５８、音声用フィルタ５９により映像信号と音声信号に分離された後、アナログ復
調部６０に入力される。アナログ復調部６０はアナログの映像信号と音声信号を復調し、
ビデオ出力端子６３から映像信号を出力し、音声信号はマルチプレクサ６１を通して音声
多重信号を選択的切り換えて音声出力端子６４から出力する。
【００１８】
　また、中心周波数５７ＭＨｚの中間周波数信号の地上波デジタルテレビジョン放送信号
はデジタル復調器３８から制御できる可変のＡＧＣアンプ３８１によりレベルが調整され
た後、表面波フィルタ３８２を通して、ＩＦアンプ３８３により増幅された後、デジタル
復調部３８に入力される。デジタル復調部３８は地上波デジタルテレビジョンを復調し、
ＢＳＣＳデジタルと同様にＭＰＥＧ－２形式の地上波デジタルＴＳにして、地上波出力端
子４４から出力する。尚、本例は地上チューナ部を共用している関係上、地上アナログと
地上デジタルを同時に出力することはできない仕様となっている。
【００１９】
　ところで、フロントエンドモジュール４Ａ（４Ｂ）を上記のように干渉妨害なく円滑に
動作させる上で、以下に示すような問題を解決しなければならない。
　（１）デジタル復調部３８から出力されるＢＳＣＳデジタルＴＳの高周波が地上波ＲＦ
帯域内に飛び込み、ＩＦアンプ５５３から出力される中間周波数信号帯域内に妨害信号と
して乗ってしまう（妨害１）。
　（２）地上ＲＦ部（中間周波数変換部５５）のローカル成分（局部発信機５５２の発振
周波数）がＢＳＣＳ帯域内に飛び込み、この周波数変換部３５から出力されるベースバン
ド信号にノイズが乗ってしまう（妨害２）。
　（３）ＢＳＣＳのＲＦ部（周波数変換部３５）の周波数変換に用いる水晶発振信号成分
が地上ＲＦ帯域内（中間周波数変換部５５）に飛び込み、妨害を与える（妨害３）。
　（４）ＢＳＣＳのＲＦ部（周波数変換部３５）の周波数変換に用いるローカル信号成分
（の分周成分の高調波）が地上波ＲＦ帯域内に飛び込み、ＩＦアンプ５５３から出力され
る中間周波数信号に妨害信号成分として乗ってしまう地上ＲＦへの妨害（妨害４）。
【００２０】
　そこで、本実施形態では上記の妨害１～妨害４に対して以下に示すような妨害対策を施
した。まず、妨害１の対策として、図３に示すように、デジタル復調部３８から出力され
るＴＳクロック出力（波形８０１）をＥＭＩフィルタ８０に通してフィルタリングするこ
とにより鈍らせて波形８０２とし、高調波成分を減衰させた。これにより、地上波ＲＦへ
の輻射妨害を実用上問題の無いレベルとした。
【００２１】
　次に妨害２、３、４の為の対策として、通常はデジタル回路部（周波数変換部３５、デ
ジタル復調部３８など）／アナログ回路部は分離するが、デジタル回路部であるＢＳＣＳ
のＲＦ回路（周波数変換部３５）と、アナログ回路部である地上波ＲＦ回路（中間周波数
変換部５５）のＧＮＤを図４（Ａ）に示すように共通化すると共に、図４（Ｂ）に示すよ
うに、ベタのＧＮＤに開口部９０を設け、このＧＮＤを流れるリターン電流に配慮したＧ
ＮＤパターンを設計した。即ち、前記アナログ回路の電源から当該GNDを介して戻るリタ
ーン電流の通過経路が当該アナログ回路の直下のGNDまたはその近傍のGNDにとどまるよう
なパターンを有するようにして、リターン電流を介してデジタル及びアナログ回路が相互
に干渉しないようにしている。また、一番影響をうけやすい、地上波のアナログ復調部６
０を図５に示すように回路基板（チューナーパック）の端部に配置して隔離した。
【００２２】
　本実施形態によれば、ＴＳクロック出力の高周波成分のフィルタリング、デジタル回路
部とアナログ回路部のＧＮＤの共通化、地上アナログ復調部６０の隔離配置、ＧＮＤを流
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れるリターン電流に配慮したＧＮＤパターン設計を行うことによって、デジタル回路とア
ナログ回路間の輻射妨害を抑えて、１個のフロントエンドモジュール４Ａ（または４Ｂ）
で地上波アナログテレビジョン放送、地上波デジタルテレビジョン放送及び衛星デジタル
テレビジョン放送の受信を可能にした。
【００２３】
　これにより、地上波アナログテレビジョン放送、地上波デジタルテレビジョン放送及び
衛星デジタルテレビジョン放送の全放送受信可能で、且つ、これら全放送に対して２画面
表示可能なテレビを実現しようとした場合、２個のフロントエンドモジュール４Ａ、４Ｂ
で済み、受像機内の部品点数を削減してシンプルな構成とし、それによりスペース性を向
上させることができると共に、受像機の小型化を図る設計を容易にすることができる。
【実施例２】
【００２４】
　図６は、本発明の第２の実施形態に係るテレビジョン受像機の構成を示したブロック図
である。但し、第１の実施形態と同様の部分には同一符号を付して説明する。本実施形態
のテレビジョン受像機は、地上波アナログテレビジョン放送、地上波デジタルテレビジョ
ン放送及び衛星デジタルテレビジョン放送の全放送を受信して復調可能な１個のフロント
エンドモジュール４を有し、デジタル／アナログ両対応で１画面のみ表示可能な構成とな
っている。したがって、ＢＳＣＳアンテナ１、地上アンテナ２がフロントエンドモジュー
ル４に接続され、このフロントエンドモジュール４の出力側に１系統の処理を行うＭＰＥ
Ｇデコーダ５、画像／音声処理部６、モニタ部７、スピーカ（イヤホン）等の音声部８が
接続されている。
【００２５】
　図７は図６に示したフロントエンドモジュール４の詳細構成例を示したブロック図であ
る。このフロントエンドモジュール４は入力部が衛星波入力部３１ａと地上波入力部３１
ｂとで別れているため、ＢＳＣＳアンテナ１への１５Ｖ給電機能をモジュール内部に持た
せ、さらに、内部の分波回路を削除した構成を有しているが、これ以外の構成は、図２に
示したフロントエンドモジュールの詳細構成と同様であり、同様の動作を行う。
【００２６】
　本実施形態も、フロントエンドモジュール４ではＴＳクロック出力の高周波成分のフィ
ルタリング、デジタル回路部とアナログ回路部のＧＮＤの共通化、地上アナログ復調部６
０の隔離配置、ＧＮＤを流れるリターン電流に配慮したＧＮＤパターン設計を行うことに
よって、デジタル部とアナログ部の輻射妨害を抑えている。また、１画面対応であるため
、１個のフロントエンドモジュール４で地上波アナログテレビジョン放送、地上波デジタ
ルテレビジョン放送及び衛星デジタルテレビジョン放送の全放送受信可能の受像機を構成
でき、受像機をさらに小型化することができる。
【００２７】
　尚、本発明は上記実施形態に限定されることなく、その要旨を逸脱しない範囲において
、具体的な構成、機能、作用、効果において、他の種々の形態によっても実施することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係るテレビジョン受像機の構成を示したブロック図で
ある。
【図２】図１に示したフロントエンドモジュールの詳細構成例を示したブロック図である
。
【図３】妨害１の対策説明図である。
【図４】図２の回路のＧＮＤの構成を説明する図である。
【図５】アナログ復調部の配置例を説明する図である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係るテレビジョン受像機の構成を示したブロック図で
ある。
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【図７】図６に示したフロントエンドモジュールの詳細構成例を示したブロック図である
。
【符号の説明】
【００２９】
　１……ＢＳＣＳアンテナ、２……地上アンテナ、３……スプリッタ、４、４Ａ、４Ｂ…
…フロントエンドモジュール、５……ＭＰＥＧデコーダ、６……画像／音声処理部、７…
…モニタ部、８……音声部、３１……入力端子、３２、３６、３７……ハイパスフィルタ
、３３、４９、５０、５１……ローノイズアンプ、３４……ＰＩＮアッテネータ、３５…
…周波数変換部（Ｚｅｒｏ－ＩＦ　ＭＯＰＬＬ）、３８……デジタル復調部、４５……ロ
ーパスフィルタ、４６、４７、４８……バンドパスフィルタ、５２、５３、５４……イメ
ージリジェクション回路部、５５……中間周波数変換部（ＭＯＰＬＬ）、５６……表面波
フィルタ、５７、３８３……ＩＦアンプ、５８……映像用フィルタ（ＶＩＦ）、５９……
音声用フィルタ（ＳＩＦ）、６０……アナログ復調部、６１……マルチプレクサ、６２…
…ＡＧＣスイッチ、３８１……ＡＧＣアンプ、３８２……表面波フィルタ。

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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